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農業ダイジェスト・畜産ダイジェスト 

中 央 の 動 き 

春ビナ２割減産か 

 春ビナの餌付けシーズンであるが、今年は卵価安

を反映して予約も低調、また昨年来の鶏卵不振から

ヒナの導入をひかえようとしていたところへ配合飼

料の値上げがぶつかったので、予約の取消しが続出

し、ヒナ産地はどこも昨年より 20％減が予想されて

いる。 

 全体として注文数が減ったため、ふ化業者の優劣

の差が目立ってきており今後の成り行きでは、中小

ふ化業者で倒産するものも大分現われそう。 

 しかし、外国ビナを扱っている業者はフル操業し

ている状態で、ますます外国ビナの人気は高まる傾

向にある。 

（農経新聞 ２月 23 日） 

 

全国畜産農民大会開かれる 

 全国農民総連盟、全国農協畜産会議では、３月２

日に東京で、農民代表を約 800 名集めて、全国畜産

農民大会を開いた。 

 同大会では、次の５項目を決議し、各政党、農林

省、大蔵省などに陳情した。 

①畜産団地造成の促進 

②畜産物の輸入拡大阻止、価格流通政策の確立 

③卵価支持安定施策の即時実施 

④原料乳、指定食肉の安定基準価格の引上げ 

⑤飼料政策の刷新 

（日経新聞 ３月３日） 

 

地 方 の 動 き 

山口で豚売買に長期平均払制度 

 山口県北部では農家の副業として養豚が適してい

ながら、毎年肉豚子豚相場に変動が多く、養豚経営

農家の所得が不安定になりがちなことから農家に敬

遠されてきた。そこで、豚肉需要が増加した現在、

豚肉の供給を確保するとともに、農家の副業所得を

向上させるため、山口県経済連では県北部を中心に

大規模な養豚団地の造成に乗り出し、その促進策と

して、このほど豚の売買代金の長期平均払い精算制

度を採用し、肉豚子豚相場の変動が激しい養豚農家

の経営の安定を図るとともに、養豚意欲を高めるこ

とになった。 

（日経新聞 ２月 16 日） 

 

４月から卵価補償 三重県経済連 

 三重県経済連では、低迷を続けている鶏卵相場に

よる養鶏農家経営の窮状を救うため、４月１日から

鶏卵価格安定対策事業を実施する。 

 基金には生産者と農協、連合会の積み立て金をあ

て、この事業の内容は、販売手取り価格が安定価格

（鶏卵生産費を基礎として月別産卵率及び月別市場

価格を勘案して、月毎に安定価格を委員会で決定す

る）に達しないとき、その差額の２分の１を補償す

るもの。 

 対象は、①経済連を通す鶏卵取扱い量が月間 20kg

以上の農協、②養鶏指導体制が整い、飼料、鶏卵の

取扱いが全量系統利用である農協、③200 羽以上を飼

養し、飼料、鶏卵の取扱いが系統を全利用している

農家となっている。 

（日本農業新聞 ３月１日） 

 

畜産物価安定基金協会設立 香川県 

 香川県ではこのほど畜産物価格安定基金協会が設

立され、養豚農家の経営を安定させるため、子豚の

価格安定事業を、新年度早々から始めることとなっ

た。 

 この協会は、畜産振興事業団が１千万円、県１千

万円、県農協４連と 39の単協が１千万円を夫々出資

して、これを基金として子豚の価格を１頭 3,700 円

から 5,900 円に安定させようというものである。 

（日本農業新聞 ３月１日） 
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阪神に伊予牛を枝肉で出荷 

 愛媛県経済連 

 愛媛県経済連では、肉牛出荷の合理化を図るため、

阪神向けに解体枝肉による出荷を検討していたが、

このほど阪神のある生協との間に取引き契約が成立

し、２月末から伊予市の食肉センターから冷凍庫ま

で直輸送を開始した。 

（日経新聞 ３月 10 日） 

 

 


